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実践中！実践中！

ＦＭあすも ＪＡ番組「そ～じゃ＊い～じゃ」
毎週金曜日　お昼１２時４０分～ 絶賛放送中！

Facebook
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最新の情報は
こちらを

ご覧ください

マイナビでエントリー受付中

ＪＡいわて平泉
の 採 用 情 報 で
す。気軽にご覧
ください。

二次元コード二次元コード
インスタグラム

二次元コード
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動画はこちら
二次元コードを読み込むと動画がみられます。
配信期間を過ぎた動画は視聴できなくなります。
〈 動画配信期間　令和６年１１月１０日～令和７年１月９日 〉

花鳥風月花鳥風月 ＪＡ管内の地域行事や四季の風景を紹介

石川 暁大 くん（７）
いしかわ あき  と

花泉小学校１年

算数で引き算を頑張ってい
る暁大くん。大きくなったら
バスケットボール選手になる
ことが夢です。

兄の大翔くん（９）と弟の心翔くん
（４）。庭で元気に走ったり、車の
おもちゃで仲良く遊んでいます。

◎だいすきなひと

　「
釣
山
公
園
」
は
、
か
つ
て
御

館
山
と
呼
ば
れ
た
標
高
90
㍍
ほ

ど
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
ま

す
。
明
治
29
年
に
園
路
が
設
置
・

整
備
さ
れ
、
釣
山
公
園
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅

か
ら
徒
歩
10
分
の
市
街
地
に
あ

り
、
市
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
春
は
桜
、
初
夏
に

は
ア
ジ
サ
イ
、
秋
は
紅
葉
が
美

し
く
、
市
内
を
見
下
ろ
す
あ
ず

ま
や
か
ら
は
、
栗
駒
山
や
磐
井

川
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

桜
と
紅
葉
の
時
期
に
は
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
夜
間
も
散
策
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
の
紅
葉
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
11
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

佐々木 心梧 くん（７）
さ さ き しん ご

花泉小学校１年

図工で工作を作るのが好きな心梧くん。
大きくなったらバスケットボール選手
になることが夢です。
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特集　農業、はじめませんか。  ～就農に向けた支援を紹介～

就農相談研修就農

　ＪＡ管内で生産される農畜産物は、消費地からの引き合いが
強く、数量拡大の要望が高まっています。ＪＡでは担い手経営体の
育成強化はもとより、新規就農ワンストップ相談窓口・農業求人サイトの利活用など
により新規就農者を募集し、研修や経済支援など、就農前後のサポート制度を充実
させることで、農業生産基盤・農業経営の維持拡大を目指し生産販売体制の強化を
図っています。

特集

農業、はじめませんか。
～就農に向けた支援を紹介～　

新規就農ワンストップ相談窓口
　毎月第２水曜日に開設しています。農業で自立したい方や農業法人などで雇用就農をしたい方、定年退職

を機に農業を始めたい方など、新規就農を目指す方に向け、各種研修や支援制度の紹介など、関係機関・

団体が一堂に会し、細やかに対応します。

・相談日	 毎月第２水曜日　一人当たり１時間程度

・相談申込	 相談日の５日前までに関係機関にご連絡
	 ください。

一関市農政推進課	 ☎２１－８２２５

平泉町農林振興課	 ☎４６－５５６４

一関農林振興センター	 ☎２６－１４１３

一関農業改良普及センター	 ☎５２－４９６１

ＪＡ営農振興課	 ☎３４－４００１

新規栽培希望者講習
「園芸だよ！全員集合」
　ＪＡでは、農業に興味のある方や、こ

れから農業を始めたい方を対象に、野菜

や花など園芸作物について知っていただ

く機会を設けています。園芸作物を栽培

する管内農家の現地見学会や主要品目の

説明会を開催しています。

　今年度は、１２月１日（日）に開催します。

詳しくは、本誌１８ページを

ご覧ください。

ＪＡ園芸課　　☎３４－４００３

農作業を体験する
　ＪＡいわて平泉無料職業紹介所グリーンワークは、働き手

を求めている農家と、農家や農業法人で働きたい方をマッチ

ングする取り組みです。就農前に、働き手として登録すること

により、農家で作業を体験することができます。また、就農

後は、人材確保のため利用することができます。

ＪＡいわてグループ農業求人サイト　https://agri-job.jp

ＪＡ営農振興課　　☎３４－４００１

各種研修
○研修受入経営体での実践研修
　・先進農家　・農業法人

○座学研修
　・県立農業大学校新規就農者研修

　・普及センター等研修会

　 ・ＪＡ部会指導会

Ｑ.

Ａ.

就農後も手厚い支援
　「ＴＡＣ」が定期的（月１回程度）に訪問す

る他、一関農業改良普及センターやＪＡ園芸・

畜産担当者による訪問指導があります。必要

に応じて関係機関と連携を取り、制度の情報

提供や技術指導をしています。

　 ＴＡＣとは？
　   地域農業の担い手のもとへ出向き、担い

手の意見や要望を収集し事業に反映させ、地

域農業の発展に貢献する活動を行うＪＡ担当

者を指します。
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特集　農業、はじめませんか。  ～就農に向けた支援を紹介～

本 誌１９ページに、
令 和７年 度 研 修 生
募集について掲載し
ています。

就農するための支援制度があります
一関市、平泉町では、新規就農する方の研修などを支援しています。

　　　　　　　　　　　  一関市
〇新規学卒者等就農促進支援事業 

ＪＡの臨時職員として働きながら、実地研修や座学研修を受けます。

　対 象 者：研修開始日の年齢が４９歳以下で、一関市内での就農を希望する方

　期　　間：新規学卒者は２年以内、その他は１年以内

〇意欲ある農業担い手支援事業（家賃補助）
　対 象 者：一関市内に転入後２年を経過しない方で、市が認定する農業研修に取り組んでいる方　　		

　　　　　　または認定新規就農者

　支援内容：家賃の半額（上限２万円／月）

　支援期間：最長２年間

 　　　　　　　　　　　  平泉町
〇平泉町新規就農者支援事業

平泉町内で新規就農する方が、町内で研修を受ける際に補助金を交付します。

　対 象 者：平泉町内に住所を有する１８歳～６０歳で、新規就農する方

	 町内の受入農業経営体で月８日以上の研修を受け、研修期間が６カ月以上の方

	 事業終了後、町内で２年以上居住し、就農できる方

　支援内容：研修支援金　５万円／月

	 住居費支援金　家賃の半額以内（上限２万円）

　支援期間：２年以内

 　　　　　　　　　　　国の支援策
〇経営開始資金

　対 象 者：認定新規就農者（就農時４９歳以下で独立・自営就農を開始した方 ※別途要件あり）

　支 援 額：１２.５万円／月（１５０万円／年）

　支援期間：最長３年間

〇経営発展支援事業（機械・設備導入支援）

　対 象 者：認定新規就農者（就農時４９歳以下）

　支 援 額：補助対象事業費上限１,０００万円（経営開始資金支援対象者は上限５００万円）

　補 助 率：県支援分の２倍を国が支援（国の補助上限１／２）
	 〈例〉国１／２、県１／４、本人１／４

宮
み や し た

下  琢
たくみ

さん
大東町大原

令和４年就農／ピーマン４０ａ

佐
さ と う

藤  賢
け ん い ち

一 さん
大東町曽慶

令和４年就農／花き２２ａ

Ｑ  

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ  

東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
結
婚
・
出
産
な
ど
を
機
に
帰

郷
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
家
に
居
な
が
ら
で
き
る
仕
事
は
な
ん

だ
ろ
う
と
考
え
た
結
果
、
就
農
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

Ｑ  

就
農
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま
し
た
か
？

Ａ  

農
業
を
す
る
上
で
必
要
な
も
の
を
Ｊ
Ａ
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

新
規
就
農
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
１
年

間
研
修
生
と
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

Ｑ  

実
際
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ  

研
修
を
通
し
て
、
地
域
や
品
目
を
問
わ
ず
多
く
の
生
産
者
と

つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、
今
で
も
農
業
に
取
り
組
む
上
で
と
て
も

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
う
ま
く

い
っ
て
い
る
実
感
も
あ
り
、
楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ  

今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

Ａ  

今
は
９
割
を
露
地
栽
培
で
生
産
し
て
い
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
栽

培
で
の
生
産
量
を
増
や
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
収
穫
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

Ｑ  

就
農
を
考
え
て
い
る
方
に
ひ
と
こ
と

Ａ  

農
業
は
、
家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
と
両
立
し
や
す
い
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
生
活
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
計
画
を
立

て
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

Ｑ  

農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ  

花
き
栽
培
を
し
て
い
た
父
が
け
が
を
し
、
仕
事
を
し
な
が
ら
農

作
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
父
の
け
が
が
治

ら
ず
、
自
分
の
知
識
・
技
量
不
足
か
ら
収
量
を
減
ら
し
て
し
ま
い
、

リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
思
い
で
農
業
一
本
に
絞
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

Ｑ  

就
農
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
ま
し
た
か
？

Ａ  

Ｊ
Ａ
園
芸
課
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
新
規
就
農
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
相
談
窓
口
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
父
は
ス
タ
ー
チ
ス
と

ス
ト
ッ
ク
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
認
定
新
規
就
農
者
に
な
る

た
め
に
は
新
し
く
品
目
を
選
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
小
菊
を
中

心
に
ス
タ
ー
チ
ス
や
ス
ト
ッ
ク
も
併
せ
て
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ  

実
際
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
み
て
感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ  

新
規
就
農
者
や
部
会
員
な
ど
生
産
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
強

く
、
と
て
も
有
意
義
に
活
動
で
き
て
い
ま
す
。
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
の
指
導
な
ど
、
支
援
制
度
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

Ｑ  

今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

Ａ  

安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
よ
う
、
栽
培
管
理
技
術
や
経
営
力

を
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ  

就
農
を
考
え
て
い
る
方
に
ひ
と
こ
と

Ａ  

ま
ず
は
、
な
ん
で
も
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
や
り
た
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

新規就農者の声

「もぐもぐ！」で新規就農について紹介中！

　本誌巻末で連載中の漫画「もぐもぐ！」では、新規

就農について紹介しています。新規就農ワンストップ

相談窓口を利用し、就農に向け準備を進めていく

ストーリーが描かれていますので、ぜひご覧ください。
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1 0 /4

餅
つ
き
を
楽
し
み
に
稲
刈
り

部員や保護者と刈り取りをする園児
　

年
長
児
25
人
と
そ
の
保

護
者
は
、
Ｊ
Ａ
一
関
青
年

部
中
里
支
部
の
指
導
で
稲

刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
は
、
５
月
に
田
植
え

し
た
「
こ
が
ね
も
ち
」
の

稲
を
刈
り
取
り
、
ホ
ニ
オ

に
掛
け
て
天
日
干
し
し
ま

し
た
。
収
穫
し
た
も
ち
米

は
、
11
月
に
部
員
と
一
緒

に
餅
つ
き
を
し
て
味
わ
う

予
定
で
す
。

龍
澤
寺
こ
ど
も
園
（
一
関
）

9 / 3 0

米
作
り
の
大
変
さ
を
感
じ
て

稲刈りをする児童
　

５
年
生
43
人
は
、
水
田

所
有
者
の
阿
部
邦
弘
さ
ん

（
一
関
）
や
地
元
農
家
の

指
導
で
、
５
月
に
植
え
た

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
収
穫
体

験
を
し
ま
し
た
。
児
童
は
、

鎌
で
稲
を
刈
り
取
り
、
束

ね
て
ホ
ニ
オ
に
掛
け
ま
し

た
。
ひ
も
で
束
ね
る
作
業

に
苦
戦
し
な
が
ら
も
一
生

懸
命
取
り
組
み
、
出
来
秋

を
喜
び
ま
し
た
。

赤
荻
小
学
校
（
一
関
）

9 / 2 5

タ
マ
ネ
ギ
の
苗
作
り
を
学
ぶ

タマネギの種をまく部員
　

タ
マ
ネ
ギ
苗
作
り
講
習

会
を
開
き
、
地
元
農
家
の

指
導
で
、
病
気
に
強
く
、

貯
蔵
性
に
優
れ
た
タ
マ
ネ

ギ
品
種
「
ラ
ッ
キ
ー
」
の

種
ま
き
作
業
を
行
い
ま
し

た
。
タ
マ
ネ
ギ
の
性
質
や

管
理
方
法
に
つ
い
て
も
学

び
、
多
く
の
質
問
や
体
験

談
な
ど
を
も
と
に
ア
ド
バ

イ
ス
し
合
い
、
栽
培
に
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
千
厩
中
央
支
部
千
厩
支
部

9 / 2 9

生
協
組
合
員
と
稲
刈
り
交
流

刈り取った稲をホニオに掛ける参加者
　

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
岩

手
と
の
稲
刈
り
交
流
会

を
、
佐
藤
雅
幸
さ
ん
（
一

関
）
が
所
有
す
る
田
ん
ぼ

で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
鎌
を
使
っ
て
稲
を
刈

り
取
り
、
束
ね
て
ホ
ニ
オ

に
掛
け
ま
し
た
。
昼
食
に

は
新
米
の
「
銀
河
の
し
ず

く
」
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

と
い
も
の
こ
汁
を
食
べ
な

が
ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

“
都
里
夢
米
生
産
振
興
協
議
会
（
一
関
）

1 0 / 7

機
械
化
体
系
に
理
解
深
め
る

ネギ収穫機を操作する（株）いやさか農園従業員
　

ネ
ギ
収
穫
機
の
実
演
会

を
（
株
）
い
や
さ
か
農
園

（
一
関
）
の
圃
場
で
開
き
ま

し
た
。
生
産
者
や
関
係
機

関
約
40
人
が
参
加
し
、
ネ

ギ
の
機
械
化
体
系
に
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
土
地
利

用
型
野
菜
の
生
産
に
よ
り

農
家
の
収
益
力
向
上
を
図

る
た
め
、
集
落
営
農
組
織

を
中
心
に
作
付
け
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

一
関
地
方
農
林
業
振
興
協
議
会

1 0 / 5

文
化
祭
で
牛
乳
の
消
費
拡
大

ソフトクリームを配布する生徒
　

文
化
祭
会
場
で
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
と
牛
乳
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
２
４
０

食
分
の
材
料
と
２
０
０
㍉

㍑
の
牛
乳
１
０
０
個
を
提

供
。
生
徒
３
人
が
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
作
り
と
配
布
に

協
力
し
、
牛
乳
の
消
費
拡

大
と
酪
農
へ
の
理
解
醸
成

に
向
け
、
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま

し
た
。

大
東
高
等
学
校

1 0 / 1 0

生
産
者
が
生
産
状
況
を
Ｐ
Ｒ

市場関係者と話し合う生産者
　

令
和
６
年
度
シ
ク
ラ
メ

ン
販
売
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
は
、
こ
れ

か
ら
出
荷
が
本
格
化
す
る

シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
鉢
花

を
展
示
し
、
会
員
自
ら
生

花
市
場
関
係
者
に
品
質
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
、
生
産
数
量

や
出
荷
形
態
、
販
売
時
期

な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

岩
手
鉢
物
研
究
会

1 0 / 2

牛
と
触
れ
合
い
酪
農
に
理
解

平間さん㊧の指導で乳牛と触れ合う児童
　

酪
農
出
前
教
室
青
空

コ
ー
ス
を
一
関
小
学
校
で

行
い
、
１
、２
年
生
１
９
２

人
が
牛
乳
の
飲
み
比
べ
や

牛
と
の
触
れ
合
い
を
体
験

し
ま
し
た
。
校
庭
に
乳
牛

１
頭
と
子
牛
１
頭
が
搬
入

さ
れ
、
酪
農
家
の
平
間
一

夫
さ
ん
（
一
関
）
の
指
導

で
牛
と
触
れ
合
い
、
毎
日

飲
ん
で
い
る
牛
乳
や
酪
農

に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

岩
手
県
牛
乳
普
及
協
会

一関市の佐藤善仁市長㊨に要請書を手渡す佐藤一則組合長サトイモの茎とネギをカットし開会を祝う関係者

い
も
の
こ
会
で

秋
楽
し
ん
で

施
設
改
修
費
な
ど

支
援
要
請

　

第
41
回
磐
井
河
原
い
も
の
こ

会
が
一
関
遊
水
地
記
念
緑
地
公

園
で
始
ま
り
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
き
ま
し
た
。
初
日
は
５
組

が
利
用
し
、
地
元
特
産
の
南
沢

土
垂
里
芋
を
使
っ
た
「
い
も
の

こ
汁
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今

年
か
ら
新
た
に
い
わ
て
南
牛
肉

の
焼
き
肉
セ
ッ
ト
も
加
わ
り
、

消
費
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
営
農
振
興
と
園
芸
や

畜
産
農
家
の
収
益
確
保
の
た
め
、

支
援
要
請
を
岩
手
県
と
一
関
市
、

平
泉
町
に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

米
乾
燥
貯
蔵
施
設
の
設
備
等
更

新
工
事
の
計
画
工
事
額
の
５
割

の
支
援
と
青
果
物
の
輸
送
料
金

上
昇
に
対
す
る
一
部
支
援
、
配

合
飼
料
価
格
上
昇
額
の
５
割
の

支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

磐
井
河
原
い
も
の
こ
会

実
行
委
員
会

1 0 / 5
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TOPICS
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TOPICS
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T O P I C S

T O P I C S

T O P I C S

1 0 / 1 7

農
業
体
験
で
業
務
に
発
想
を

子牛の人工哺乳を体験する新人職員
　

令
和
６
年
度
職
員
研
修

を
畜
産
農
家
で
行
い
ま
し

た
。
入
組
３
年
目
の
職
員

が
餌
や
り
や
除
ふ
ん
作
業

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
園
芸
課
の
菅
原
夏
音

職
員
は
「
生
産
者
が
よ
く

観
察
し
な
が
ら
作
業
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

担
当
分
野
で
も
生
産
者
目

線
を
忘
れ
ず
対
応
し
た
い
」

と
意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

1 0 / 9

田
植
え
を
し
た
米
味
わ
っ
て

出来上がった米を贈呈
　

ア
グ
リ
・
タ
ッ
グ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
農
業
体
験

を
し
た
桜
町
中
学
校
２
年

生
96
人
に
、（
農
）
フ
ァ
ー

ム
滝
沢
（
一
関
）
が
生
産

し
た
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の

精
米
90
㌔
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
小
野
寺
晴
哉
さ
ん
は

「
田
植
え
は
大
変
だ
っ
た
が

楽
し
か
っ
た
。
米
に
つ
い

て
興
味
を
持
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

1 0 / 2 1

収
穫
し
た
お
イ
モ
大
き
い
ね

サツマイモを収穫する園児
　

３
、４
、５
歳
児
18
人
は
、

Ｊ
Ａ
女
性
部
一
関
中
央
支

部
真
滝
支
部
の
指
導
で
、

園
内
の
畑
に
植
え
た
サ
ツ

マ
イ
モ
の
収
穫
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
大
き
い
サ
ツ

マ
イ
モ
の
収
穫
に
、
園
児

た
ち
は
歓
声
を
上
げ
、
収

穫
を
喜
び
ま
し
た
。
サ
ツ

マ
イ
モ
は
み
ん
な
で
観
察

し
た
後
、
お
う
ち
に
持
ち

帰
り
味
わ
い
ま
し
た
。

真
滝
幼
稚
園（
一
関
）

1 0 / 1 1

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
に
笑
顔

サツマイモ掘りを体験する園児
　

５
歳
児
27
人
は
、
Ｊ
Ａ

平
泉
青
年
部
の
指
導
で
、

５
月
に
園
内
の
畑
に
植
え

た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体

験
を
し
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ

て
一
生
懸
命
に
土
を
掘
り
、

楽
し
く
収
穫
し
ま
し
た
。

大
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ
が
土

か
ら
顔
を
出
す
と
、
園
児

た
ち
に
笑
顔
が
広
が
り
ま

し
た
。

平
泉
幼
稚
園
・
平
泉
保
育
所

1 0 / 1 9

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
収
穫

部員の指導を受ける参加者
　

５
回
目
と
な
る
畑
の
講

習
会
を
開
き
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
と
世
代
間

交
流
の
事
業
「
た
て
や
ま

プ
ラ
ザ
」
に
参
加
す
る
地

元
の
子
ど
も
た
ち
を
招
待

し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
部
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
サ
ツ
マ
イ

モ
や
サ
ト
イ
モ
を
掘
り
、

収
穫
を
喜
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
藤
沢
中
央
支
部

玉串をささげる那須専務
バルーンリリースで開幕を祝う

いわて南牛肉コーナーには販売開始と
同時に長蛇の列

いいね！と思う青年部立て看板に投票を

農産物を販売してＰＲ

いわて南牛サイコロ焼きも大人気！

焼き上がりました！

いただきまーす

い
ち
の
せ
き
産
業
ま
つ
り
農
業
祭

1 0 / 1 9・2 0
TOPICS

ココcolor ソコ color

家
畜
の
御み

霊た
ま
に

感
謝
の
祈
り

　

畜
霊
祭
を
Ｊ
Ａ
藤
沢
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
牛
魂
碑

前
で
行
い
、
生
産
者
や
関
係
機

関
40
人
が
、
管
内
の
畜
産
振
興

に
貢
献
し
た
家
畜
の
御み
た
ま霊
に
感

謝
の
意
を
さ
さ
げ
、
冥
福
を
祈

り
ま
し
た
。
那
須
元
一
専
務
は

「
厳
し
い
畜
産
情
勢
を
切
り
開
き
、

産
地
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

1 0 / 1 8

TOPICS
ココcolor ソコ color

Ｊ
Ａ
女
性
部
大
東
中
央
支
部
渋
民
支
部

1 0 / 1 6寄
せ
植
え
作
り
を
楽
し
む
部
員

　

寄
せ
植
え
講
習
会
を
渋
民
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
き
、
部
員
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
コ

ニ
フ
ァ
ー
や
ケ
イ
ト
ウ
、
ビ
オ
ラ
な
ど
の

花
苗
を
、
草
丈
や

彩
り
な
ど
を
考
え

な
が
ら
寄
せ
植
え

し
、
会
話
も
弾
み

ま
し
た
。
出
来
上

が
っ
た
寄
せ
植
え

は
、
渋
民
地
区
文

化
祭
で
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

会
話
楽
し
み
寄
せ
植
え
作
り
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高い志のもと、日々 “ キラリ ”と光る活動をしている人たちがいる。
“ 黄金の郷 ” いわて平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと” の
メッセージをシリーズで紹介していく。地

域
に
根
差
し
た
農
業
を
目
指
し
て

川
崎
町
薄
衣　
菅
原 

哲 

さ
ん

vol.119

PROFILE １９８６年川崎町薄衣生まれ。岩手県立農
業大学校で果樹栽培を学び就農。就農と
同時にＪＡ青年部に加入し、現在、ＪＡ川
崎青年部長、ＪＡ青年部協議会副会長、岩
手県農協青年組織協議会副会長を務める。
リンゴ１㌶、モモ２０㌃、ギョウジャニンニク
１㌃、水稲２０㌃。両親、弟の４人暮らし。

菅原 哲さん（38）
Satoru Sugawara

川崎町薄衣

リ
ン
ゴ
栽
培
の
道
へ

　

山
あ
い
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
リ
ン
ゴ

園
。
秋
の
ま
ぶ
し
い
日
差
し
を
浴
び
て
真
っ

赤
に
色
付
い
た
リ
ン
ゴ
が
輝
く
。
菅
原
哲
さ

ん
は
、
リ
ン
ゴ
一
つ
一
つ
日
当
た
り
を
確
認

し
な
が
ら
着
色
管
理
作
業
を
進
め
る
。

　

菅
原
家
で
は
、
祖
父
の
正
一
さ
ん
が
リ
ン
ゴ

園
の
経
営
を
始
め
、
父
の
博
美
さ
ん
は
会
社

勤
め
、
母
の
君
代
さ
ん
が
リ
ン
ゴ
園
を
手
伝
っ

て
い
た
。
農
業
を
継
ぐ
こ
と
を
考
え
て
い
な

か
っ
た
哲
さ
ん
は
、
卒
業
後
は
就
職
す
る
つ

も
り
で
高
校
は
普
通
科
に
進
学
。
授
業
の
一
環

で
、
製
造
業
の
現
場
を
職
場
体
験
し
た
と
き

に
﹁
自
分
に
は
合
わ
な
い
﹂
と
感
じ
た
。
そ

こ
で
家
業
で
も
あ
る
リ
ン
ゴ
栽
培
を
し
よ
う

と
県
立
農
業
大
学
校
へ
進
み
、
果
樹
栽
培
の

基
礎
知
識
を
学
ん
だ
。
卒
業
後
は
奥
州
市
江

刺
の
リ
ン
ゴ
農
家
で
１
年
間
の
研
修
を
積
み
、

２
０
０
７
年
に
就
農
し
、
リ
ン
ゴ
栽
培
の
道

を
歩
み
始
め
た
。

新
た
な
品
目
へ
の
挑
戦

　

就
農
す
る
と
、
正
一
さ
ん
と
同
年
代
の
生
産

者
に
交
じ
っ
て
指
導
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加
し
た
が
、
若
手
の
生
産
者
は
い
な
か
っ
た

と
当
時
を
振
り
返
る
。﹁
リ
ン
ゴ
栽
培
の
や
り

が
い
は
収
穫
期
に
成
果
が
目
に
見
え
る
こ
と
﹂。

毎
年
反
省
点
や
課
題
を
見
い
だ
し
、
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

近
年
は
気
候
変
動
な
ど
で
リ
ン
ゴ
が
栽
培

し
に
く
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
特
に
赤
い
わ
せ
品
種
は
、
高
温
が
続
く

と
着
色
が
遅
れ
る
た
め
、
哲
さ
ん
は
リ
ン
ゴ

の
品
種
構
成
を
見
直
し
て
い
る
他
、
モ
モ
へ

の
品
目
転
換
に
も
着
手
し
て
い
る
。
モ
モ
は
、

Ｊ
Ａ
果
樹
部
会
の
担
い
手
グ
ル
ー
プ
で
も
導

入
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
内
の
若
手
生
産

者
と
の
交
流
も
あ
る
。
気
候
変
動
は
病
害
の

発
生
に
も
影
響
し
、﹁
古
い
樹
が
病
気
に
か
か

り
や
す
く
、
改
植
の
他
、
防
除
体
系
も
変
え

る
必
要
が
あ
る
﹂
と
対
策
を
練
っ
て
い
る
。

地
域
に
根
差
し
た
農
業
の
た
め
に

　

就
農
し
た
年
に
Ｊ
Ａ
川
崎
青
年
部
が
再
始

動
し
、
哲
さ
ん
も
加
入
し
た
。
以
来
、
Ｊ
Ａ

の
青
年
部
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

30
歳
の
時
に
Ｊ
Ａ
川
崎
青
年
部
の
部
長
を
任

さ
れ
、
５
年
前
か
ら
は
Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会

副
会
長
を
務
め
る
。
ま
た
、
岩
手
県
農
協
青

年
組
織
協
議
会
副
会
長
も
務
め
、
県
内
外
で

開
催
さ
れ
る
催
し
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信

な
ど
、
活
動
の
盛
り
上
げ
役
も
担
う
。
Ｊ
Ａ

青
年
部
協
議
会
で
は
、
児
童
養
護
施
設
へ
の

野
菜
提
供
の
他
、
軽
ト
ラ
市
、
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
に
取
り
組
む
。
い
ろ
い
ろ
な
品
目
の
生

産
者
が
集
ま
る
だ
け
に
﹁
同
じ
世
代
の
生
産

者
と
の
交
流
の
場
。
仲
間
と
組
織
活
動
の
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
﹂
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
﹁
地
域
に
根
差
し
た
リ
ン
ゴ
栽
培
を
通
し
、

仲
間
を
増
や
し
、
活
気
あ
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
﹂。
期
待
を
胸
に
、
哲
さ
ん
の
挑
戦
は

ま
だ
ま
だ
続
く
。
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

17 
31 
3 
16 
2 
16 
7 
5 
3 

100 

557
668
536
630
343
581
531
642
613
668

116
253
343
278
293
307
332
457
348
116

26 
42 
2 
15 
8 
17 
6 
8 
1 

125 

875
997
724
858
612
864
835
783
716
997

264
333
548
343
382
384
399
373
716
264

43 
73 
5 
31 
10 
33 
13 
13 
4 

225 

476,940 
502,308 
514,800 
461,681 
457,490 
482,867 
519,538 
554,823 
530,200 
491,822 

112.0%
97.3%
108.4%
93.9%
79.6%
90.5%
83.5%
100.0%
101.0%
97.0%

392,441 
455,719 
434,133 
403,631 
317,900 
388,919 
407,786 
556,160 
468,233 
424,578 

532,188 
536,695 
635,800 
523,600 
492,388 
571,288 
649,917 
553,988 
716,100 
545,618 

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

福之姫
幸紀雄
平茂勝
（花泉）

勝乃幸
美国桜
徳悠翔
（花泉）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

県南子牛市場　　令和６年１０月１０日

１０月市場
和牛枝肉販売成績　　令和６年１０月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

463 

426 

2,411 

2,177 

1,116,293 

927,402 

523 

493 

2,290 

1,916 

1,197,670 

944,588 
100.0%

販売頭数40頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
百合未来×花之国×菊福秀
Ａ5　515㎏　2,602円

Ａ5　558㎏　2,912円

去勢の部
関平照×美国桜×百合茂

生産資材ひろば 営農TOPI CS
『2024 冬  地産地消  とまと・りんごジュース『2024 冬  地産地消  とまと・りんごジュース

ひとめぼれ  冬ギフト』承ります！ひとめぼれ  冬ギフト』承ります！

営
農

クセ トレ

　お申し込みは、１１月２２日（金）までです。

№ 1　とまとジュース（果汁 100％）1 箱（30 本入）
　　　通常価格　3,100 円
　　　特別価格　3,000 円（税込）

№ 2　りんごジュース（果汁 100％）1 箱（30 本入）
　　　通常価格　3,100 円
　　　特別価格　3,000 円（税込）

ＪＡいわて平泉限定米ひとめぼれ金色舞（こんじきまい）

№ 3　新米　5㎏	 特別価格　3,100 円（税込）
№ 4　新米　10㎏	 特別価格　5,800 円（税込）

アオキの冬ギフト
№ 5　半生中華麺・半生そばセット
　半生中華麺 90ｇ×4（支那スープ×4）
　半生そば 90ｇ×4（昆布つゆ×4）
　特別価格　2,600 円（税込）

№ 6　カルビスープうどん・本場盛岡冷麺セット
　本場盛岡冷麺 2 食入り 400ｇ× 2
　カルビスープうどん 2 食入 424ｇ× 2
　特別価格　3,000 円（税込）

№ 7　アオキの麺　各種食べ比べセット
　半生中華麺 90ｇ×4（支那スープ×4）
　本場盛岡冷麺 2 食入 400ｇ×1
　カルビスープうどん 2 食入 424ｇ×1
　特別価格　2,600 円（税込）

※送料と箱代は、別途いただきます。

良食味コンクールを開催しました良食味コンクールを開催しました
　第 5 回「いわて平泉米良食味コンクール」の最終審査を、

10 月 23 日に行いました。

　今年度は、「ひとめぼれ」の部 8 点、「金色の風」の部

15 点、「銀河のしずく」の部 44 点、「複数品種」の部 1

点の計 68 点の応募がありました。1 次審査の品質検査

機器を用いた食味計測と玄米品質審査、2 次審査の食味

値や整粒歩合、アミロース値の総得点から最終審査の 3

点を選出しました。最終審査では、7 人の審査員による

食味官能試験を行いました。同条件で炊き上げた米の味

や香り、見た目などを審査し、最高賞 1 点、優秀賞 1 点、

優良賞 1 点を決定しました。なお、今回は審査員特別賞

の該当者はありませんでした。

　審査結果は次の通りです。

	 最高賞　「銀河のしずく」の部
		  藤原 美喜男 さん　（室根）

	 優秀賞　「ひとめぼれ」の部
		  菅原 和明 さん　（一関）

	 優良賞　「金色の風」の部
		  小野寺 秀一 さん　（一関）

最終審査の様子 入賞された皆さん

詳しい内容は１１月配布のチラシをご覧ください。

・ＪＡ東部園芸センター ( 大東 )
・ＪＡ南部園芸センター ( 藤沢 )

その他プラスチック類

塩化ビニール

ポリエチレン

ブルーシート他

ハウス用ビニール

ポリエチレンフィルム
マルチフィルム
牧草用ラップシート

肥料袋、育苗箱

１８０円 /㎏

１２１円 /㎏

汚損なし
７７円 /㎏

汚損あり
１８０円 /㎏

７７円 /㎏

・ＪＡ一関営農経済センター
・ＪＡ花泉営農経済センター
・ＪＡ平泉ライスセンター

１２月４日（水）
午前９時～午後３時

１２月７日（土）
午前９時～午後３時

回収日時および回収場所

回収の種類および概算料金

回収日時

種　　　類

回収場所

概算料金

【搬入例】（ポリエチレン、肥料袋）

※処理料金は概算単価のため、変更になる場合があります

ポリエチレン、塩化ビニール、その他プラスチック類などの
農業用の廃プラスチックを回収します

お問い合わせ ＪＡ営農振興課☎ 34-4001、ＪＡ各営農経済センター
一関市生産流通課☎ 21-8427、平泉町農林振興課☎ 46-5564

お問い合わせ
ＪＡ各営農経済センター
またはＪＡ経済課（地産地消部門直通）☎ 23-9174

一関地方農林業振興協議会　園芸特産部会

※注意点
分類ごとに荷造りしてください。
塩化ビニールとポリエチレンは絶対に混ぜ
ないでください。
肥料袋にマルチなどを詰めないでください。
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くらしのヒント！くらしのヒント！

“つくる”をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

理事
阿部 幸文
（一関）

こ
れ
か
ら
の

地
域
農
業
を
見
据
え
て

ＪＡバンクアプリプラスについて

教えてください。

東
山
支
店

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

新に
っ
た田 

恵え

み美

　

田
河
津
地
区
と
長
坂
地
区
の
一
部
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
お
客
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL 0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL 0191-52-5668

１００歳を迎えられた利用者さまのお誕
生会を開き、みんなでハッピーバースデー
トゥーユーを歌ってお祝いしました。

１００歳おめでとうございます！
ペットボトルを使って上肢筋力アップ
の体操を行いました。肩こり解消に
つながります。

ペットボトルで筋力アップ

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
は
10
月
22

日
、
第
２
回
女
性
部
講
座

を
開
き
、
手
芸
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
女
性
部
員

24
人
が
参
加
し
、
生
活
シ
ー
ダ
ー
の
佐
藤
米
子
さ

ん
（
一
関
）
を
講
師
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ー
ド
を

編
み
込
ん
だ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
お
守
り
を
手
作
り
し

ま
し
た
。
部
員
は
互
い
に
教
え
合
い
な
が
ら
、
虫

よ
け
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の

姿
を
模
し
た
ブ
ロ
ー
チ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

相談しながらブローチ作りをする女性部員

オニヤンマのお守り作り
ＪＡ女性部

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会
は
10
月
19
、
20
日
の
両

日
、
い
ち
の
せ
き
産
業
ま
つ
り
農
業
祭
の
会
場

で
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
立
て
看
板
コ
ン
ク
ー
ル
の
投

票
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
青
年
部
協
議
会

の
菅
原
哲
副
会
長
は
、
来
場
者
に
立
て
看
板
コ

ン
ク
ー
ル
や
作
品
の
主
旨
を
丁
寧
に
説
明
し
な

が
ら
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

投
票
は
、
各
地
区
の
産
業
ま
つ
り
や
農
業
祭
の

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

投票を呼び掛ける菅原副会長㊥

立て看板コンクール投票を呼び掛け
ＪＡ青年部協議会

　

私
の
住
む
一
関
市
滝
沢
地
域
は
、
念
願
の
基
盤
整
備
を
完

了
し
、
今
年
９
月
１
日
に
基
盤
整
備
完
成
記
念
式
典
を
多
く

の
関
係
者
を
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
一
つ
の
区
切
り
を
見
ま

し
た
が
、
基
盤
整
備
は
完
了
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
き
い
圃
場
で
作
業
性

は
向
上
し
ま
し
た
が
、
後
継
者
不
足
が
一
番
の
課
題
で
す
。
今

後
、
10
年
か
ら
20
年
の
間
に
、
農
業
者
人
口
が
２
割
ま
で
減

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
農
地
面
積
は
、
基
盤
整
備
の
済
ん
だ

条
件
の
良
い
所
を
中
心
に
６
割
ま
で
減
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
産
者
観
点
か
ら
見
る
と
明
る
い
要
素
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
折
、
今
年
の
米
は
令
和
の
米
騒
動
と
言
わ
れ
、
令

和
５
年
産
か
ら
新
米
ま
で
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
ま
す
。
問
題

は
、
ス
ー
パ
ー
等
の
値
段
を
見
る
と
玄
米
30
㌔
１
万
６
０
０
０

円
程
で
販
売
さ
れ
、
今
年
の
Ｊ
Ａ
概
算
金
の
倍
の
値
段
で
す
。

本
当
で
あ
れ
ば
、
一
番
コ
ス
ト
の
掛
か
る
農
家
に
も
う
少
し
金

額
の
配
分
を
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
他
の
食

料
品
は
原
材
料
や
人
件
費
の
高
騰
と
言
っ
て
値
上
げ
し
て
い

ま
す
。
５
㌔
３
０
０
０
円
の
ス
ー
パ
ー
の
精
米
商
品
は
、
茶
わ

ん
一
杯
に
精
米
65
㌘
の
価
格
で
算
出
す
る
と
約
40
円
で
決
し

て
高
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
地
は
一
度
荒
ら
し
て
し
ま

え
ば
、
再
生
に
は
時
間
と
労
力
が
必
要
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
Ｊ
Ａ
が
明
る
い
道
筋
を
照
ら
し
な
が
ら
、
希
望

の
持
て
る
明
日
へ
組
合
員
と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

一関中央支店　木村 美紗

　「ＪＡバンクアプリプラス」は、口座残高や入出金
明細等を気軽に確認できるＪＡバンクのスマホアプリ

です。残高の確認以外にも、振り込み・振り替えや住所・電話
番号変更など、いつでもお手続きできる機能を搭載しています。
来店や郵送でお手続きするお時間がない方にも、より一層便
利にご利用いただくことができます。ＪＡの普通貯金口座（総
合口座含む）のキャッシュカードをお持ちのお客さまで
あれば、来店不要かつ簡単な初期登録のみで、すぐに
ご利用を開始することができます。詳しくはお近くの
支店へお問い合わせください。

お問い合わせ　ＪＡ各支店

【キャンペーン期間】 令和６年１１月１日（金）～１２月３０日（月）
ＪＡバンク岩手    ウインターキャンペーン２０２４

ダウンロード
はこちらから
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税金セミナー（相続税）を開催します

一関市で就農を希望する
研修生を募集します

 ＪＡ＆クボタ　ウインターフェア ＪＡ＆クボタ　ウインターフェア
アグリンピックｉｎ岩手２０２４がアグリンピックｉｎ岩手２０２４が
開催されます開催されます

ＪＡ＆クボタウインターフェア
アグリンピックｉｎ岩手２０２４が

開催されます

パソコン農業簿記講習会を開催します

JAラポート狐禅寺給油所臨時休業のお知らせ

　知って得する！知らなきゃ損する？！
　相続税の基本を、税理士の穀田有一
先生が分かりやすく説明します。

　一関市内で新たに農業を始めたいと考えている人を
対象に、希望する作目の生産技術や経営管理能力の習
得を目指し、生産現場での栽培研修や座学研修などを
１年間行います。
※研修生はＪＡいわて平泉の臨時職員として雇用され

　給与が支給されます。

◇対象者	 令和７年４月１日現在４９歳以下で、一関

	 市内での就農を希望する方

◇募集期間	 令和７年１月17 日 ( 金 ) まで

	 ※採用された場合は、令和７年４月１日から

	 　研修開始

◇申し込み	 新規就農ワンストップ相談窓口（原則毎月

	 第２水曜日開催）を利用し、申請書を

	 提出してください。

◇日時	 令和６年
	 １１月２０日（水）・２１日（木）
	 午前９時～午後３時　入場無料！

◇場所	 ＪＡ江刺本店駐車場特設会場

	 （奥州市江刺岩谷堂字反町 362-1）

◇イベント	 来場者に記念品プレゼント

	 低コスト機や最新鋭機種の展示・試乗

	 講演会など

◇内容	 農業簿記ソフト（ソリマチ㈱「農業簿記 12」）
	 の使い方を学びます。
◇日時・場所

　日頃よりＪＡラポートをご利用いただき誠にありがとうございます。狐禅寺給油所の給油機器の更新工事および消防検査
のため、１１月１９日（火）から１１月２２日（金）まで臨時休業いたします。消防検査の都合上、日時が前後する場合が
ございます。お客さまがさらに安全安心にご利用いただくための更新工事です。
　ご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。

いずれも、午前１０時～午後４時　
◇対象	 一関市在住の農業者などで、パソコンを会場
	 に持ち込みできる方
	 ※中級は、「農業簿記 12」の利用者が対象で、
	 　初めて参加する方を優先します。
◇定員	 各会場 15 人（１経営体につき１名のみ）
◇費用	 無料
◇その他	 昼食・飲み物は、各自でご用意ください。
	 パソコンは各自ご持参ください。
	 初級のみ、体験版ソフトを配布します。
◇申し込み受け付け　１１月１日（金）～２９日（金）

◇日時	 令和６年１２月５日（木）
	 午前 10 時～正午

◇場所　 ＪＡ西部営農振興センター会議室

	 （一関市中里字上大林 157-1）

◇人数　  先着５０名（事前予約制です。ＪＡ各支店へお申

	 し込みください）

※先着順のため、ご希望に添えない場合があります。

お問い合わせ　ＪＡ各支店

お問い合わせ　ＪＡ各農機センター

お問い合わせ・お申し込み

一関市役所農政推進課☎２１－８２２５（担当：藤原）

お問い合わせ　ＪＡラポート事業部☎２３－９１５５

お問い合わせ

一関市役所農政推進課☎２１－８２２５（担当：小山）

　管内で生産された品質・食味共に良好な、贈答用リンゴ（サンふじ、シナノゴールドなど）の販売を行います。

その他、新米やりんごジュースも取りそろえ、皆さまのお越しをお待ちしています。

◇開催日時	 令和 6 年１１月２３日（土・祝）　

	 午前 9 時 30 分～午後 2 時　

◇開催場所	 ＪＡ東部営農振興センター会議室

	 （一関市大東町摺沢字菅生前 61-3）

◇内　　容	 贈答用リンゴ予約 ･ 発送受け付け

	 新米・りんごジュースの販売など

　　　　　　　　 ※開始時間帯は、大変混雑することが予想されます。混雑時は、案内・会計共にお待たせすること
　　　　　　　　 　をご了承ください。

◇お申込期間	 令和６年１２月１２日（木）まで

◇お申し込み方法	 ＪＡ各支店に備え付けの申込用紙にご記入

	 いただき、ＪＡ各支店、郵便局で料金をお

	 支払いただくと申し込み完了です。

◇お取扱商品（一部）	 新米「ひとめぼれ」、新米「金色の風」、

	 曲がりネギ・サトイモ、リンゴ、ソーセージ

	 の詰め合わせ、いわて南牛肉、ＪＡりんご・とまと

	 ジュースなど

◇発送日	 １１月１３日（水）～１２月１８日（水）（毎週水曜日発送）

◇開催日	 令和６年１２月１日（日）
◇内容	 品目ごとの栽培概要と収支説明、個別相談

	 （トマト、キュウリ、ピーマン、ナス、ミニトマト、ネギ、

	   イチゴ、小菊、リンドウ、シイタケ）

◇時間	 午前１０時～正午　　午後１時３０分～午後３時３０分

◇場所	 ＪＡ西部営農振興センター会議室　（一関市中里字上大林 157-1）

◇その他	 参加費無料・事前申し込み不要。当日参加できない場合でも、ご連絡いただければ担当者が伺います。

　野菜、花きの新規栽培者向け説明会を開催します。品目担当者から、栽培概要と収支の説明、個別相談を行い

ます。ご興味のある方はお気軽に会場にお越しください。

お問い合わせ　ＪＡ園芸課☎３４－４００３

お問い合わせ　ＪＡ一関営農経済センター（一関ふるさと便実行委員会）☎２３－５１００　FAX ２３－２２７８

お問い合わせ　ＪＡ園芸課☎３４－４００３（担当：藤代）

令和６年度 農業応援祭を開催します！

２０２４ＪＡいわて平泉　一関ふるさと便「冬の便」お申し込み受け付け中！！

２０２４園芸だよ！全員集合を開催します

コース 開催日 会場
初級① １２月 ２日（月）～１２月 ４日（水）一関市役所本庁
初級② １２月１６日（月）～１２月１８日（水）一関市川崎支所

③ 中級
（農産コース）  １月１６日（木）～  １月１７日（金）一関市川崎支所④ 中級
（畜産・果樹コース）  ２月  ５日（水）～  ２月  ６日（木）
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旬彩の恵み

〈材料〉４人分

コマツナ … …… 2 束（約 300 ｇ）

塩 … …………………… 小さじ 1

昆布茶 … ……………… 大さじ 1

鷹の爪 … ………………… 1/2 本

黒酢 … ………………… 大さじ 1

ごま油 … ……………… 小さじ 1  木村  千恵美さん
野菜ソムリエプロ

園芸研究家 ● 成松次郎

小松菜の漬物

今月は  コマツナ

かんざん亭
住　　所
電　　話
営業時間

定 休 日

平泉町平泉字衣関 202
0191-46-2211
１１月～２月 10：00 ～15：00（L.O.14：30）
３月～１０月 10：00 ～15：30（L.O.15：00）
無休

300

金色堂

中尊寺本堂
〔お店から一言〕
　中尊寺境内にあるレストランで軽食などが楽しめ
ます。平泉町で生産された新ショウガを使った神社
エール（＝写真㊨）やサツマイモ「紅はるか」を使っ
た願づき（＝写真㊧）は期間限定で提供されていま
す。参拝の際など、ぜひお立ち寄りください。

願づき  600 円（税込み）、神社エール  600 円（税込み）

バターもちバターもち
①

②

③

もち米を蒸し、餅つき機やホームベーカリーでついて餅にする

もち米の粒がなくなったら、バター、小麦粉、砂糖、卵、塩の順に入れ、
さらに混ぜる

お好みの形に整えて出来上がり

一関市萩荘
沼倉 登美子さん

　コマツナはビタミン類、カルシウム、鉄分
を多く含む緑黄色野菜で、特に冬採りは栄
養価が高く、甘味も増し最もおいしくなる栽
培時期です。

［品種］近年は葉が丸く、緑が濃い品種が好
まれ、秋冬まきでは「はまつづき」（サカタの
タネ）、「楽天」（タキイ種苗）、「よかった菜」

（カネコ種苗）などが良いでしょう。
［栽培期間］冬まき（12 ～ 2 月）はトンネル
やべたがけ資材で保温し、60 ～ 90 日で収
穫できます。中間地ではほぼ通年栽培がで
き、草丈 20 ～ 25㌢を目標に、春まき（3 ～
5 月）は 30 ～ 50 日、夏まき（6 ～ 8 月）は
20 ～ 25 日、秋まき（9 ～ 11 月）は 30 ～
60 日で収穫できます。生育が早く収穫遅れ
になりやすいため、1 週間置きに少しずつま
き、長く収穫を楽しむのが良いでしょう。

［畑の準備］種まき 2 週間前に 1 平方㍍当た
り苦土石灰 100㌘をまいて畑をよく耕し、1
週間前に化成肥料（NPK 各成分 10%）100
㌘と堆肥 2、3㌔を施し、土とよく混ぜてお
きます（図 1）。幅 70 ～ 80㌢の栽培床を作り、
畝に平行に条間 15㌢程度の種まき溝を切り
ます。このとき、まき溝は支柱や木板を土に
押し付け、溝を付けると深さが一定になりま
す（図 2）。

［種まき］種が重ならないように 1㌢くらいの
間隔でまき、土を軽くかぶせておきます。

［トンネルの被覆と管理］トンネル内の温度は

晴天日の昼には高く、夜間は外気に近い温度
になります。冬から春にかけては気温上昇期
に当たり、容易に 30℃を超えるため、温度
が上がり過ぎないよう換気が必要です。資材
は穴のないフィルムでは裾を大きく開けたり、
開ける穴の数を増やしたりして、春に向けて
徐々に換気量を増やします。有孔フィルムを
使用すれば日中の高温は防げます（図 3）。ト
ンネル内をさらにべたがけ資材で被覆すれば
厳寒期の霜害予防になります。

［間引き］初めは本葉が見える頃に子葉の重
なっているところを間引きます。その後、葉
が触れ合う程度に間引き、最後に 5、6㌢程
度にします。間引き後は株のぐらつきを防ぐ
ため、株元に土寄せします（図 4）。

［病害虫の防除］害虫の発生は少なく、病気
では白さび病が発生したときは、ダコニール
1000 などの農薬で防除します。生育期間が
短いので、農薬の使用は生育初期に限ります。

［収穫］草丈 20 ～ 25㌢程度で根を付けて抜
き取り収穫をします（図 5）。収穫が遅れると
葉が堅くなり食味も落ちます。なお、外葉か
ら必要なだけかき取れば、長期に収穫がで
きます。

①

②

③

コマツナは根を切り、よく洗ってザ
ルにあげて水気を切っておく。鷹の
爪は種を取り、輪切りにする
大きめのビニール袋にコマツナと塩
を入れて軽く合わせる
しんなりしたら水分を絞り、昆布茶、
鷹の爪、黒酢、ごま油を絡める。
一晩置き、お好みの長さに切る

コマツナのトンネル栽培
寒さでうま味が増加

	 コマツナには、抗酸化作用があるβ - カロテンがたくさん含まれており、油と一緒に摂取すると吸収が良くなりま
す。また、成長期の子どもや女性に不足しがちなカルシウムや鉄分を多く含んでいます。出来上がった漬物を細かく刻んで
ご飯にかけてもおいしいです。

豆知識

【一口メモ】

小麦粉を入れることで、
バターの香りが引き立ち

ます。

餅に材料を混ぜる時に
水を適量回し入れると混

ざりやすくなります。

餅を長めにつくと硬くな
りにくく、２～３日は軟

らかいです。

砂糖やバター、卵はお
好みで調整してください

。

□もち米　　　　　　　　　１升
□バター　　　　　 ６０～８０ｇ
□小麦粉　　　　　　　　　１カップ
□砂糖　　　　　　　　　　１カップ
□卵（黄身）　 　　　　３～５個
□塩　　　　　　　　　　大さじ１

■材料

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

（コマツナのトンネル栽培）

21 2024.11  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2024.11 20



ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
維
持
を

小山 範輝 さん（67）川崎町薄衣
のりお やま き

みゆき さん（64）

自宅にて（平成２年）

　
小
山
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
昭
和
57
年
に

ご
結
婚
さ
れ
、
２
人
の
お
子
さ
ん
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。

　
範
輝
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
か
ら
小
学

校
の
教
員
と
し
て
働
き
、
退
職
後
も
令

和
５
年
３
月
ま
で
幼
稚
園
の
園
長
を
務

め
ま
し
た
。
教
員
を
し
な
が
ら
メ
ロ
ン

栽
培
を
し
て
お
り
、
現
在
も
続
け
て
い

ま
す
。
み
ゆ
き
さ
ん
は
、
そ
ろ
ば
ん
教

室
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
範
輝
さ
ん

の
転
勤
を
機
に
辞
め
、
２
人
の
子
育
て

を
し
て
き
ま
し
た
。

　
60
歳
か
ら
始
め
た
趣
味
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。

初
孫
が
生
ま
れ
た
時
に
植
え
た
キ
ウ
イ

の
豊
作
を
喜
び
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
な
る
こ
と
や
旅
行
な
ど
を
し

た
い
と
語
る
お
二
人
で
す
。

vol.128

お
い
し
い
新
米
が
出
来
て
、
秋
ら
し
く
な

り
と
て
も
気
持
ち
い
い
で
す
。
食
欲
の
秋
で

す
ね
。	

藤
沢
町　

Ｏ
さ
ん
（
60
代
）

表
紙
の
一
番
星
の
お
友
だ
ち
の
写
真
が
楽

し
み
で
す
。
よ
り
ぞ
う
が
大
好
き
で
す
！

　
　
　
　

平
泉
町　

Ｉ
さ
ん
（
10
代
未
満
）

「
国
消
国
産
」
の
記
事
が
良
か
っ
た
で
す
。

気
に
な
っ
て
は
い
て
も
、
何
が
ど
の
よ
う
に
大

変
な
の
か
？
ど
う
し
た
ら
不
安
を
減
ら
せ
る

の
か
？
具
体
的
に
示
し
て
く
れ
て
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
国
消
国
産
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
！

	

室
根
町　

Ｆ
さ
ん
（
50
代
）

サ
ツ
マ
イ
モ
が
豊
作
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
お
菓
子
を
作
る
の
が
楽
し
み
で
す
。	

	

川
崎
町　

Ｃ
さ
ん
（
70
代
）

め
っ
き
り
寒
く
な
り
、
冬
物
を
引
っ
張
り

出
し
て
着
て
い
ま
す
。
冬
が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来

た
の
か
な
？	

藤
沢
町　

Ｉ
さ
ん
（
60
代
）

こ
し
ぇ
る
び
と
を
読
み
、
こ
れ
か
ら
若
い

人
た
ち
が
就
農
し
て
く
れ
る
こ
と
を
、
ま
す
ま

す
期
待
し
て
い
ま
す
。

	

平
泉
町　

Ｓ
さ
ん
（
50
代
）

先
日
い
も
の
子
汁
を
作
り
ま
し
た
。
鍋

い
っ
ぱ
い
に
作
っ
た
の
で
食
べ
き
る
の
に
２
日

か
か
り
ま
し
た
が
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

	

大
東
町　

Ｏ
さ
ん
（
60
代
）

酒　

井　

美　

枝
さ
ん（
千
厩
町
）

永　

澤　

ま　

き
さ
ん（
東
山
町
）

佐
々
木　
　

薫　

さ
ん（
萩　

荘
）

伊　

東　

和
歌
子
さ
ん（
藤
沢
町
）

鈴　

木　

利　

幸
さ
ん（
川
崎
町
）

千　

葉　

け
い
子
さ
ん（
平
泉
町
）

菅　

原　

牧　

子
さ
ん（
室
根
町
）

千　

葉　

泰　

重
さ
ん（
千
厩
町
）

鈴　

木　

道　

子
さ
ん（
赤　

荻
）

伊　

藤　

亜　

美
さ
ん（
東
山
町
）

今月の当選者

10
月
号
の
答
え
は

「
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ヒ
」で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
10
月
号
の
答
え

   

タ
テ
の
カ
ギ

①	「
鳥
」
よ
り
一
画
少
な
い
鳥

③	

―
―
園
に
子
ど
も
を
迎
え
に

	

行
っ
た

⑥	

お
父
さ
ん
そ
っ
く
り
！

	

ま
る
で
―
―
ね

⑧	

料
理
店
の
メ
ニ
ュ
ー
表
を
こ
う

	

呼
ぶ
こ
と
も

⑩	

美
空
ひ
ば
り
の
ヒ
ッ
ト
曲
。

	

「
柔
」
と
書
き
ま
す

⑪	

患
者
を
診
ま
す

⑬	

頭
に
キ
ュ
ッ
と
締
め
る
も
の

⑭	

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
こ
と
で
す

⑯	

―
―
応
報
、
身
か
ら
出
た
さ
び

	

だ
ね

⑰	

漢
字
で
書
く
と
雲
母
。
き
ら
ら

	

と
も
い
う
鉱
物
で
す

   

ヨ
コ
の
カ
ギ

①	

11
月
23
日
は
勤
労
―
―
の		

	

日
。
国
民
の
祝
日
で
す

②	

灰
皿
に
た
ま
り
ま
す

③	『
―
―
の
精
神
』
は
モ
ン
テ		

	

ス
キ
ュ
ー
の
著
書
で
す

④	

広
島
県
の
紅
葉
の
名
所
の		

	

ひ
と
つ
。
世
界
遺
産
の
神		

	

社
が
あ
り
ま
す

⑤	

焼
き
鳥
を
食
べ
る
と
残
る		

	

も
の

⑦	

金
融
―
―
、
―
―
一
髪

⑨	

そ
ば
屋
や
居
酒
屋
の
入
口
に	

	

か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

⑪	

ギ
ン
ナ
ン
が
な
る
木

⑫	「
九
里
よ
り
う
ま
い
十
三

	

里
」
と
売
り
に
来
る
も
の

⑬	

茶
わ
ん
と
反
対
の
手
で
持

	

ち
ま
す

⑭	

３
の
３
―
―
は
９
で
す

⑮	

ク
リ
の
実
を
守
る
ト
ゲ
ト
ゲ

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｄ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

クロスワード◎パズル

 お問い合わせ
ＪＡ金融課　☎ 23-3007

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
　いただいた身近な話題は「皆さんの声お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

郵便はがきの裏に次の①〜③
をご記入の上ご応募ください。

① クイズの答え
② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、
　 年齢

〒 021-0027  一関市竹山町７－１
ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和６年１１月２６日（火）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

取扱業務
貯金の入出金（現金払戻の限度額を
お１人あたり３０万円とさせていた
だきます）、定期積金の掛込、貯金通
帳の記帳・繰越、電話料金・水道料
金等の公共料金（電気料金除く）、県
税・市税・町税等の納付、相談業務（取
次業務内）

＊運行スケジュールについては、天候その他諸
　事情により、予告なく変更・中止させていた
　だく場合がございます。ご了承ください。

　

絵
手
紙
や
俳
句
、
川
柳
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
季
節
や
農
業
、
農
産
物
な
ど
、
身
の
周
り
で

起
き
た
出
来
事
な
ど
ハ
ガ
キ
や
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
先
な
ど
は
、
23
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

楽
し
み
は
　
稲
刈
り
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
小
昼
ど
き

（
厳
美
町
　
Ｆ
さ
ん
　
70
代
）

「祖母洗う　秋のひよりに
光るにんじん」

（室根町　Ｓさん　３０代）

月 火 水 木 金
5 6

 

 

 

 

 

 

厳美出張所川崎出張所 奥玉市民センター

10 11

3 42

12 13
厳美出張所

厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

16

23

17 18 19 20
萩荘支店

長島支店

厳美出張所

24 25 26 27
厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所

厳美出張所

30
厳美出張所

萩荘支店

31
川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

川崎出張所 奥玉市民センター

室根支店

厳美出張所厳美出張所

萩荘支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

12月上段：午前（10:0０～１１:３０）、下段：午後（１３:0０～１4:3０）

※４日午後は端末工事のためお休みさせていただきます。

～ 営業時間を変更しております ～

※旧店舗名で記載しております。

9
お休み

お休み お休み

皆さんから寄せられた
俳句・絵手紙・写真を紹介します

移動金融店舗車
『このみん号』
運行スケジュール

◆お知らせ◆
１２月より下記の店舗の運行を
廃止させていただきます。

●真滝支店　●長島支店
●猿沢ふれあい店
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〒
021-0027

岩
手
県
一
関
市
竹
山
町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代
表
）
／
FAX0191-21-0242

発
行
日
／
令
和
6
年
１1月

１０
日
    発
行
／
い
わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
kosheru@

ja-iw
atehiraizum

i.or.jp
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会
（
総
務
部
総
合
企
画
課
）　
印
刷
／
岩
手
日
日
新
聞
社

主
人
公
の
野
原
拓
人
さ
ん
は
、
実
家
の
農
地
を
守
ろ
う
と
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
農
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

一
関
地
方
で
認
定
新
規
就
農
者
に
な
る
た
め
に
は
、
農
業
に
関
す
る
研
修
を
受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
研
修
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
関
地
方
で
認
定
新
規
就
農
者
に
な
る
に
は

【
農
業
経
営
に
関
す
る
研
修
を
受
け
て
い
る
】

ま
た
は【
農
業
実
務
を
経
験
し
て
い
る
】

必
要
が
あ
る

そ
れ
か
ら
期
間
中
は
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

年
５
回
の
研
修
生
面
談
を
行
う
他

各
関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が

状
況
確
認
や
相
談
に
伺
う
よ

最
後
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
！

各
部
会
の
栽
培
研
修
会
や

部
会
員
と
の
交
流
に
参
加
し
て

情
報
収
集
も
積
極
的
に
し
よ
う

研
修
と
並
行
で

認
定
新
規
就
農
者
の
認
定
に
向
け

就
農
計
画
を
作
成
し

研
修
後
半
に
は

来
年
の
就
農
に
向
け
て

就
農
準
備
も
忘
れ
ず
に
ね

研
修
は
Ｊ
Ａ
の
各
課
と
各
部
会
が
相
談
し

２
軒
の
農
家
で
受
け
る
方
式

研
修
先
農
家
へ

直
接
出
勤
し

終
了
後
は
直
帰

志
を
共
に
す
る
仲
間
と

出
会
い
が
あ
り
そ
う
！

頼
り
に

し
て
い
ま
す

座
学
で
は

岩
手
県
立
農
業
大
学
校
の

新
規
就
農
者
基
礎
コ
ー
ス
を

毎
月
３
日
間

１
年
間
受
講
す
る

そ
こ
で
一
関
市
と
平
泉
町
に
は

そ
れ
ぞ
れ
研
修
を
支
援
す
る

事
業
が
あ
る
ん
だ
け
ど

野
原
さ
ん
は
一
関
市
の

事
業
対
象
者
と
な
る
ね

まんが：じっく

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

編
集
後
記

▽
二
十
四
節
気
の
一
つ
立
冬
も

過
ぎ
、
今
年
も
寒
い
冬
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
す
。
立
冬
は
冬

が
始
ま
る
頃
で
、
木
枯
ら
し
が

吹
き
、
木
々
の
葉
が
落
ち
始
め

る
時
期
で
、
真
冬
の
寒
さ
に
備

え
て
冬
の
準
備
を
始
め
る
こ
た

つ
開
き
の
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
北
か
ら
初
雪
の
便
り
は
届

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
先
も
暖

か
い
と
い
う
天
気
予
報
も
出
て

い
ま
す
。
体
調
管
理
に
は
十
分

注
意
し
て
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。（
阿
部
）

　
▽
今
月
号
の
特
集
で
は
新
規
就

農
者
へ
の
支
援
制
度
を
紹
介

し
ま
し
た
。「
農
業
を
始
め
て

み
た
い
」
と
考
え
る
方
が
増
え
、

農
業
が
豊
か
な
産
業
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
集
内

で
は
２
人
の
新
規
就
農
者
を
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
夢
や
目

標
に
向
か
い
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
姿
が
と
て
も
す
て
き
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

を
続
け
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
を
、

こ
れ
か
ら
も
応
援
し
た
い
と
思

い
ま
す
。（
熊
谷
）

第１２７話

僕がＪＡ臨時職員！研修制度について僕がＪＡ臨時職員！研修制度について
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